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評

本
田
実
信
著

『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
』

本
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　第　　　　　第　　　　　　第

二章一〇九八七章六五四三ニー章

勝
　
藤

　
モ
ン
ゴ
ル
の
制
度

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
十
三
翼

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
千
戸
制

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
軍
制
と
部
族
制

モ
ン
ゴ
ル
の
誓
詞

モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
的
富
制

ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
・
ア
ミ
ー
ル
制

　
モ
ン
ゴ
ル
と
イ
ス
ラ
ム

阿
母
鳥
等
処
行
尚
書
省

ヘ
ラ
ー
ト
の
タ
ル
ト
政
権

フ
ラ
グ
の
陪
…
殺
教
団
討
滅

マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
の
「
山
の
老
人
」

モ
ン
ゴ
ル
と
イ
ス
ラ
ム

　
モ
ン
ゴ
ル
と
イ
ラ
ン

フ
ラ
グ
・
ウ
ル
ス
の
イ
ク
混
一
制

猛

　
一
三

　
　
四

　
一
五

　
｝
六

　
一
七

第
四
章

　
一
八

　
一
九

　
二
〇

附

一
二

二
二
二
三

ガ
ザ
ン
・
ハ
ソ
の
税
制
改
革

タ
ム
が
税

ガ
ザ
ン
・
ハ
ン
の
度
量
衡
統
一

ス
ル
タ
ー
二
…
や
の
建
設

イ
ル
ハ
ソ
の
冬
営
地
・
夏
生
地

　
モ
ン
ゴ
ル
期
の
ペ
ル
シ
ア
語
史
料

『
ラ
シ
ー
ド
全
著
作
目
録
臨

ラ
シ
…
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
「
中
国
史
」

モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ル
コ
語
起
源
の
術
語

　
　
　
　
i
語
尾
－
∋
圃
ω
嵐
を
も
つ
も
の

『
回
回
館
訳
語
』

ペ
ル
シ
ア
語
史
料
解
説

○
旨
夢
①
σ
q
窪
①
9
0
α
q
団
。
囲
夢
Φ
＄
H
督
緊
。
暮
冨
旨
く
口
婁

『
集
史
』
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
紀
第
＝
憲
早
　
与
太
・

モ
ン
ゴ
ル
晴
代
歴
史
地
図
　
　
モ
ン
ゴ
ル
王
族
系
譜

　
一
三
－
一
四
世
紀
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
ま
た
が
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
歴

史
を
研
究
す
る
文
献
は
、
主
と
し
て
東
の
漢
文
と
西
の
ペ
ル
シ
ア
語
の
も
の

か
ら
な
る
。
漢
文
の
そ
れ
は
日
本
人
や
中
国
人
が
得
意
と
し
、
ペ
ル
シ
ア
語

に
つ
い
て
は
西
洋
人
が
先
駆
け
を
し
た
。
著
者
は
日
本
人
と
し
て
初
め
て
本

格
的
に
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
（
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
語
彙
を
含
む
）
と
取
り
組
ま

れ
た
。
そ
の
成
果
が
本
書
で
あ
る
。

　
著
者
が
扱
っ
た
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
の
主
な
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
ラ
シ
ー
ド
。
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
『
集
史
』

　
　
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ユ
ー
『
世
界
征
服
者
の
歴
史
』
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サ
イ
フ
ィ
ー
『
ヘ
ラ
ー
ト
史
記
』

　
　
ナ
フ
チ
ェ
ヴ
ァ
ー
一
一
一
『
官
職
任
命
の
た
め
の
書
記
規
範
』

　
な
か
で
も
ラ
シ
ー
ド
が
著
者
の
研
究
に
と
っ
て
第
一
の
史
料
で
あ
る
。

「
結
語
」
に
い
う
、
「
特
に
ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
…
ン
の
『
集
史
』
に
対
す

る
史
料
批
判
と
他
の
史
料
と
の
比
較
に
心
掛
け
て
き
た
。
『
集
史
』
の
研
究

は
、
こ
の
四
〇
余
年
、
一
日
と
し
て
念
頭
を
離
れ
ず
、
そ
の
軍
令
の
完
成
は

私
の
悲
願
で
あ
る
。
『
集
史
』
は
、
読
み
こ
め
ば
読
み
こ
む
程
、
私
の
思
索

を
深
め
、
そ
の
吟
味
に
私
を
駆
り
立
て
る
。
『
集
史
駈
の
編
纂
自
体
が
、
実

は
フ
ラ
グ
・
ウ
ル
ス
史
研
究
の
最
重
要
の
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。
」

　
以
下
、
本
書
の
ご
三
編
の
論
文
か
ら
い
く
つ
か
を
選
ん
で
、
紹
介
す
る
。

〔
〕
は
頁
数
。

第
一
論
文
「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
十
三
翼
」

　
『
元
朝
秘
史
』
巻
四
に
よ
れ
ば
、
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ソ
は
、
い
わ
ゆ
る
第
一

次
即
位
の
あ
と
、
旧
友
ジ
ャ
ム
カ
と
対
立
し
、
戦
い
を
交
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
戦
い
の
双
方
の
兵
力
は
、
『
秘
史
臨
に
よ
れ
ば
「
十
三
翼
、
三
万
人
し

で
あ
る
と
い
う
。
「
翼
」
と
は
、
ラ
シ
ー
ド
に
よ
れ
ば
「
環
の
意
で
、
部
族

が
野
営
す
る
時
に
環
の
形
に
集
ま
り
、
首
領
が
そ
の
中
心
に
い
る
ご
〔
7
〕

い
わ
ば
遊
牧
民
族
の
一
集
団
で
、
戦
争
に
際
し
て
は
一
戦
闘
単
位
と
な
る
。

お
お
む
ね
血
縁
集
団
で
あ
る
。

　
秘
史
は
「
十
三
翼
し
の
申
身
に
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
を
補
う
の
が
ラ

シ
ー
ド
で
あ
る
。
著
者
は
ラ
シ
ー
ド
に
よ
っ
て
チ
ン
ギ
ン
・
ハ
ン
側
の
十
三

の
軍
団
の
構
成
を
解
明
す
る
。
第
一
は
ハ
ン
の
母
ホ
エ
ル
ン
・
エ
ヶ
の
も
の
、

第
二
は
ハ
ン
自
身
の
も
の
、
等
々
で
あ
る
。
こ
の
成
果
は
村
上
正
二
訳
注

『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
隠
（
東
洋
文
庫
）
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
戦
い
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
秘
史
は
ジ
ャ
ム
カ
の
勝
ち
と
し
、
ラ
シ

ー
ド
は
逆
に
チ
ソ
ギ
ス
の
勝
ち
と
し
、
一
致
し
な
い
。

　
重
要
な
の
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
第
一
次
即
位
と
そ
の
直
後
の
こ
の
戦

い
が
、
彼
の
国
家
形
成
過
程
に
お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
か
で
あ
る
。

著
者
は
い
う
、
「
こ
の
時
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
は
絶
対
権
を
掌
握
し
た
の
で
は
な

か
っ
た
。
…
…
後
に
ハ
ソ
の
勢
威
が
い
よ
い
よ
高
ま
っ
て
く
る
と
、
彼
を
ハ

ソ
に
推
戴
し
た
者
－
十
三
翼
の
い
く
つ
か
の
主
で
あ
る
一
は
何
れ
も
叛

き
去
っ
た
。
…
…
結
局
m
一
、
二
翼
は
別
と
し
て
〕
第
八
翼
が
ハ
ソ
に
最
後

ま
で
従
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
十
三
翼
の
性
質
を
示
し
、
チ
ソ
ギ

ス
・
ハ
ン
が
こ
れ
か
ら
勢
力
を
拡
大
し
て
ゆ
く
拠
り
処
は
、
こ
れ
ら
同
族
老

の
結
び
つ
き
に
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
力
に
よ
っ
て
糾
合
し
え
た
者
の
内
に

求
む
べ
き
で
あ
る
。
」
〔
1
1
〕

　
こ
れ
は
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
、
第
一
次
即
位
は
、
彼
が
同
族
の
有
力

者
た
ち
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
位
に
担
ぎ
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

後
、
彼
は
推
戴
者
と
対
立
し
て
次
々
に
そ
れ
ら
を
切
り
捨
て
て
行
く
。
一
二

〇
六
年
、
第
二
次
即
位
に
よ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
国
象
が
建
設
さ
れ
た
晴
、
彼
の

支
持
者
は
弟
た
ち
の
ほ
か
は
遠
縁
の
者
か
他
人
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
血
縁

で
な
く
、
個
人
の
力
車
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
団
体
で
、
こ
れ
が
政
治
団
体
つ

ま
り
国
家
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
控
家
成
立
の
原
初
形
態
を
こ
こ
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
ま
た
筆
者
は
「
三
万
は
実
数
で
な
く
“
多
く
の
”
の
意
で
あ
ろ
う
」
と
い

う
〔
9
〕
。
こ
れ
も
正
し
い
指
摘
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
文
献
に
見
え
る
数
字
は
、

す
べ
て
一
応
は
疑
っ
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
内
藤
湖
南

『
中
国
近
世
史
』
に
は
「
三
万
と
い
う
の
は
蒙
古
人
の
常
套
語
ゆ
え
、
信
用

は
で
き
ぬ
。
蒙
古
人
は
あ
る
程
度
の
大
き
な
数
は
必
ず
三
万
人
と
い
う
」
と

あ
る
。
『
秘
史
』
巻
六
に
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
兵
数
を
二
六
〇
〇
と
し
て
い
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評書

る
。
こ
れ
が
妥
当
な
数
で
は
あ
る
ま
い
か
。
第
一
次
即
位
の
時
に
組
織
し
た

本
営
の
職
員
の
数
が
二
六
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
全
体
は
万
で
な
く
、

菅
か
千
の
単
位
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

第
四
論
文
「
モ
ン
ゴ
ル
の
誓
詞
」

　
ま
ず
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
に
見
え
る
旨
㎝
鞍
昂
餅
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
そ

れ
は
モ
ン
ゴ
ル
語
に
由
来
し
、
「
誓
詞
し
「
契
約
証
書
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
。
つ
ぎ
に
ラ
シ
ー
ド
『
集
史
』
か
ら
そ
の
用
例
を
求
め
、
さ
ら
に

こ
の
語
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
皇
位
継
承
問
題
を
論
ず
る
も
の

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
が
記
録
を
持
つ
段
階
に

達
し
た
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
論
文
で
も
、
『
元
史
』
塔
塔
統

阿
伝
に
見
え
る
話
、
ナ
イ
マ
ン
族
を
征
伐
し
た
蒋
に
捕
ら
え
た
ウ
イ
グ
ル
人

タ
タ
ト
ン
ガ
か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
と
印
章
を
習
っ
て
採
用
し
た
こ
と
を
指

摘
す
る
〔
6
1
〕
。
そ
も
そ
も
遊
牧
民
族
は
、
文
字
を
も
た
ず
、
記
録
を
重
ん
ぜ

ず
、
口
頭
に
よ
る
疏
通
を
信
頼
す
る
。

　
誓
詞
と
は
、
紙
に
書
か
れ
（
犀
野
暮
辞
鼠
B
p
と
い
う
よ
う
に
）
、
署
名
が

あ
り
、
皇
帝
に
提
鵠
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
上
記
、
第
一
次
即
位
に
際

し
て
、
チ
ソ
ギ
ス
を
ハ
ン
に
推
戴
し
た
人
た
ち
は
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
が
、

「
そ
れ
は
口
頭
に
よ
る
も
の
で
、
書
か
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
」
〔
6
1
〕

と
著
者
が
い
う
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。

　
次
に
誓
詞
の
内
容
に
つ
い
て
は
『
元
朝
秘
史
撫
に
も
記
事
が
あ
る
。
チ
ン

ギ
ス
・
ハ
ソ
が
西
域
遠
征
に
出
発
す
る
に
先
立
っ
て
、
妻
エ
ス
イ
．
ハ
ト
ソ

の
助
言
に
も
と
づ
き
、
自
分
の
後
継
者
を
決
め
よ
う
と
し
た
。
四
人
の
息
予

を
集
め
て
相
談
し
た
結
果
、
三
男
オ
ゴ
タ
イ
に
決
ま
っ
た
。
そ
の
蒔
の
オ
ゴ

タ
イ
と
ハ
ン
の
言
が
、
誓
詞
の
内
容
の
～
例
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
オ
ゴ

タ
イ
の
子
孫
に
皇
位
継
承
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
冷
語
に

よ
れ
ば
「
皇
帝
の
選
出
を
ク
リ
ル
タ
イ
に
よ
っ
て
決
定
す
る
部
族
主
義
が
後

退
し
、
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ン
の
言
を
遵
守
し
て
皇
帝
を
推
戴
し
よ
う
と
す
る
癒

統
の
優
位
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
嫡
長
相
続
制
の
確
立

を
も
、
ク
リ
ル
タ
イ
制
度
の
廃
絶
を
も
意
味
せ
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
の
皇
位
継
承

の
紛
争
は
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
、
む
し
ろ
熾
烈
と
な
っ
た
。
し
〔
6
6
〕

　
中
途
半
端
な
皇
位
継
承
方
針
を
も
っ
て
文
明
地
帯
の
統
治
に
臨
ん
だ
モ
ン

ゴ
ル
族
の
失
敗
は
、
短
命
な
元
朝
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
愈
筋
と

限
定
す
る
に
し
て
も
、
候
補
者
が
何
人
か
い
て
、
そ
の
中
か
ら
遊
牧
社
会
の

指
導
者
ら
し
い
有
能
な
人
を
選
ぶ
に
は
ど
う
す
る
か
。
結
厨
は
皇
族
内
部
で

争
い
、
勝
っ
た
着
に
決
め
る
し
か
な
い
。
そ
れ
で
は
皇
位
継
承
の
た
び
ご
と

に
内
紛
が
起
こ
り
、
王
朝
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。

第
七
論
文
「
阿
母
河
隠
処
行
尚
書
省
」

　
阿
母
河
は
ア
ム
川
、
行
尚
書
省
は
極
帯
モ
ン
ケ
時
代
、
新
領
土
を
統
治
す

る
政
府
機
関
で
あ
る
。
行
は
出
張
所
の
意
。
中
央
に
ま
だ
中
国
的
行
政
制
度

は
な
か
っ
た
か
ら
、
中
国
的
美
称
で
あ
ろ
う
。
モ
ン
ケ
は
大
モ
ン
ゴ
ル
国
を
、

舵…

椏
剌
?
（
中
国
北
部
）
、
ビ
シ
ュ
バ
リ
ク
等
処
（
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）
、
ア
ム

雲
高
処
の
三
地
方
に
区
画
し
て
統
治
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
論
文
の
主
た
る
史
料
は
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
！
『
世
界
征
服
者
の
歴
史
』

で
あ
る
。
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、
彼
の
出
身
地
は
今
の
イ
ラ
ン
国
の
東
北

部
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
西
方
、
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
地
方
で
、
そ
の
中
心
地
は
ア
ー

ザ
ー
ド
ヴ
ァ
ー
ル
。
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
と
同
時
代
の
地
理
学
者
ヤ
ー
ク
…
ト

は
そ
の
町
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
「
小
さ
い
な
が
ら
繁
栄
し
た
町
で
、
町
の

中
に
モ
ス
ク
が
幾
つ
か
と
バ
ザ
ー
ル
が
ひ
と
つ
あ
り
、
町
の
城
門
の
外
に
キ

ャ
ラ
バ
ン
サ
ラ
イ
が
あ
っ
て
商
人
の
宿
と
な
っ
て
い
た
」
と
描
写
し
て
い
る
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（
英
訳
者
ボ
イ
ル
に
よ
る
）
。
つ
つ
ま
し
い
地
方
都
市
の
た
た
ず
ま
い
が
思
い

浮
か
べ
ら
れ
る
。

　
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
し
て
は
珍
し
く
祖
先
崇
拝
の
念

が
厚
く
、
父
祖
代
々
の
業
績
を
顕
彰
す
る
。

曾
祖
父
の
母
方
の
お
じ

曾
祖
父

祖
父
父

　
こ
の
父
と
並
ん
で
総
督
府
で
宰
相
を
勤
め
た
の
が
、

イ
ー
ン
、
そ
の
名
の
と
お
り
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
。

こ
の
男
を
記
す
の
に
「
殆
ど
筆
謙
を
加
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
辛

辣
で
あ
る
。
」
　
す
な
わ
ち
「
荷
担
ぎ
人
夫
の
子
」
と
出
身
の
卑
し
さ
を
述
べ
、

「
ト
ル
コ
語
を
習
っ
て
こ
れ
に
精
通
し
、
最
も
堪
能
な
通
訳
と
な
っ
た
」
と

あ
る
〔
獅
〕
。
ト
ル
コ
語
と
は
モ
ン
ゴ
ル
語
・
ウ
イ
グ
ル
語
で
あ
ろ
う
。
と
く

に
モ
ン
ゴ
ル
語
を
ウ
イ
グ
ル
文
字
で
書
く
才
能
は
、
モ
ン
ゴ
ル
占
領
軍
に
仕

え
る
た
め
に
有
利
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
や
そ
の

父
は
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
伝
統
文
化
に
誇
り
を
抱
い
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
指
摘
し
た
い
の
は
、
鱒
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
ア
ム
川
の
意
味

で
あ
る
ゆ
「
マ
ー
ワ
ラ
ー
ア
ン
ナ
フ
ル
」
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
が
あ
る
。
「
ア

ム
川
の
彼
方
に
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
の
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
ム
・
ペ
ル
シ
ア

文
化
圏
の
立
場
か
ら
、
未
開
の
地
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
宋
開
と
文
明
（
も

ち
ろ
ん
主
観
的
で
は
あ
る
が
）
の
境
を
な
す
も
の
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
に

「
万
里
の
長
城
」
が
あ
る
。
こ
の
統
治
機
関
の
領
域
は
、
ホ
ラ
サ
ン
、
マ
ザ

ン
デ
ラ
ン
等
で
あ
る
。
後
者
は
カ
ス
ピ
海
南
岸
、
前
者
は
そ
の
東
方
で
あ
る
。

セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
サ
ソ
ジ
ャ
ル
の
書
記
官

ホ
ラ
ズ
ム
刺
テ
キ
シ
ュ
に
会
う

同
朝
ム
ハ
ソ
マ
ド
の
財
務
長
官

モ
ン
ゴ
ル
、
オ
ゴ
タ
イ
治
世
、
ア
ム
川
等

　
処
総
督
府
の
財
務
長
官

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ラ
フ
・
ウ
ッ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
は

モ
ン
ケ
時
代
、
西
ア
ジ
ア
の
モ
ン
．
コ
ル
領
域
を
表
現
す
る
の
に
、
こ
の
川
を

も
っ
て
し
た
。

　
「
ビ
シ
ュ
バ
リ
ク
等
姐
こ
の
管
轄
地
は
、
　
マ
ー
ワ
ラ
ー
ア
ソ
ナ
フ
ル
、
ト

ル
キ
ス
タ
ン
等
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
区
別
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
前
者

は
ア
ム
川
と
シ
ル
川
の
間
、
後
者
は
そ
れ
よ
り
東
の
地
域
で
あ
ろ
う
。
ビ
シ

ュ
パ
リ
ク
は
西
ウ
イ
グ
ル
王
国
i
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
に
降
っ
た
一
の
主

要
都
市
、
中
国
・
西
域
間
の
人
や
物
の
交
流
に
お
け
る
要
衝
で
あ
っ
た
。
「
燕

京
即
処
」
の
燕
京
は
金
の
中
身
、
の
ち
の
元
の
大
都
、
今
の
北
京
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
地
域
と
中
心
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
家
の
版
図
を
具
体
的
に

頭
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

鮪
弟
八
払
醐
文
「
ヘ
ラ
ー
ト
の
タ
ル
ト
政
権
に

　
こ
の
論
文
の
主
な
史
料
は
サ
イ
フ
ィ
ー
『
ヘ
ラ
ー
ト
史
記
』
で
あ
る
。
著

者
は
地
元
ヘ
ラ
…
ト
の
人
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
よ
る
ヘ
ラ
ー
ト
攻
略
か
ら
百
年

後
、
一
三
一
八
…
二
二
年
に
書
い
た
。
「
ヘ
ラ
ー
ト
に
君
臨
し
た
の
は
、
土

着
の
グ
ー
ル
人
（
イ
ラ
ン
系
）
貴
族
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ム
ス
・
タ
ル
ト
で
あ
っ

た
。
彼
を
初
代
と
す
る
タ
ル
ト
家
は
、
イ
ル
ハ
ソ
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、

主
家
よ
り
長
い
命
脈
を
保
ち
、
一
三
八
九
年
ま
で
土
着
政
権
の
代
表
選
手
で

あ
っ
た
。
タ
ル
ト
家
滅
亡
後
も
ヘ
ラ
ー
ト
は
繁
栄
を
続
け
、
一
五
世
紀
に
は

テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
首
都
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
文
物
の
淵
藪
と
な
り
、
チ
ャ
ガ

タ
イ
文
学
興
隆
の
地
と
な
っ
た
。
」
〔
7
2
1
〕

　
こ
の
ヘ
ラ
ー
ト
と
、
そ
の
東
方
の
バ
ル
ブ
、
西
方
、
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
の

出
身
地
に
折
一
い
ニ
シ
ャ
プ
ー
ル
、
北
方
の
マ
ル
ヴ
が
、
ホ
ラ
サ
ソ
地
方
の
四

大
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
戦
乱
に
よ
る
被
害
を
受
け
な
が
ら
、

イ
ス
ラ
ム
的
・
ペ
ル
シ
ア
的
文
化
を
護
持
し
た
こ
と
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て

よ
い
。
本
書
に
利
用
さ
れ
た
文
献
二
点
『
世
界
征
服
老
の
歴
史
』
『
ヘ
ラ
ー
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評

ト
史
記
』
は
、
ホ
ラ
サ
ン
地
方
の
知
的
生
産
物
で
あ
る
。

第
九
論
文
「
フ
ラ
グ
の
暗
殺
教
団
討
滅
」

第
一
〇
論
文
「
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
の
“
山
の
老
人
”
」

　
こ
れ
ら
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
中
の
少
数
派
シ
ー
ア
派
の
中
の
少
数
派
た
る
イ

ス
マ
イ
ル
派
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
一
世
紀
末
か
ら
晴
殺
と
い
う
手

段
に
よ
っ
て
西
ア
ジ
ア
一
帯
に
恐
怖
を
ま
き
散
ら
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
グ
に

よ
っ
て
＝
一
五
六
年
に
討
減
さ
れ
た
。

　
暗
殺
を
任
務
と
す
る
者
は
献
身
者
と
呼
ば
れ
、
肉
体
の
練
磨
、
武
技
の
訓

練
の
ほ
か
に
、
高
度
の
教
養
を
授
け
ら
れ
、
と
く
に
自
己
犠
牲
を
尊
ぶ
精
神

が
求
め
ら
れ
た
。

　
「
暗
殺
の
自
標
は
、
ス
ン
ナ
派
法
官
、
帯
長
、
将
軍
、
宰
相
、
さ
ら
に
は

カ
リ
フ
で
あ
っ
た
。
手
段
と
し
て
毒
薬
や
飛
道
具
は
一
切
使
用
せ
ず
、
す
べ

て
七
首
で
刺
殺
し
た
。
つ
ま
り
闇
討
ち
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
大
モ
ス
ク

の
金
曜
日
の
礼
拝
な
ど
、
公
衆
の
藏
前
で
実
行
す
る
の
を
建
前
と
し
た
。
そ

の
た
め
献
身
者
は
た
い
て
い
そ
の
場
で
殺
害
さ
れ
、
生
還
の
望
み
は
初
め
か

ら
な
か
刀
た
。
」
〔
那
〕

　
こ
の
教
団
の
思
想
と
行
動
は
こ
の
説
明
に
よ
く
表
さ
れ
て
お
り
、
イ
ス
ラ

ム
の
反
体
制
過
激
派
の
一
例
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

　
な
お
著
者
は
、
一
九
七
〇
一
七
四
年
の
間
に
三
回
、
イ
ラ
ン
中
世
史
跡
学

術
調
査
隊
を
組
織
し
、
イ
ラ
ン
国
内
の
イ
ス
マ
イ
ル
派
山
城
群
の
実
態
調
査

を
さ
れ
た
。
同
氏
著
『
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
発
展
』
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
世
界
の
歴

史
穴
）
に
、
そ
の
際
の
多
く
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

第
＝
二
論
文
「
ガ
ザ
ン
・
ハ
ソ
の
税
制
改
革
」

　
本
論
文
の
主
な
文
献
は
ラ
シ
ー
ド
で
あ
る
。
多
数
の
引
用
箇
所
か
ら
い
く

つ
か
を
紹
介
す
る
。

　
1
　
現
在
の
読
者
は
、
知
事
た
ち
の
暴
虐
が
こ
こ
で
嘗
わ
れ
る
こ
と
の
何

倍
か
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
今
後
イ
ス
ラ
ム
の
帝
王
ー
ガ

ザ
ソ
・
ハ
ン
ー
の
公
明
正
大
に
よ
っ
て
人
々
は
安
寧
と
な
り
、
こ
の
苦
悩

を
忘
却
し
、
子
供
や
今
後
出
生
す
る
者
は
暴
政
を
見
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
事
が
非
常
に
誇
張
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
、
必
ず
や
想
像
す
る
で
あ
ろ

う
〔
鵬
〕
。

　
2
　
一
七
人
の
集
税
人
が
支
払
命
令
書
を
所
持
し
て
来
て
、
村
の
中
央
に

坐
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
一
人
の
見
張
り
人
と
二
人
の
住
民
を
野
原
か
ら
捕
え

て
来
て
、
村
に
連
行
し
、
縄
で
吊
る
し
て
打
ち
、
他
の
住
民
た
ち
を
呼
び
戻

し
て
自
分
た
ち
に
食
料
を
出
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
彼
ら
の
要
求
す
る

糧
秣
・
酒
・
美
女
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
〔
玉
8
2
〕
。

　
3
　
久
し
い
間
に
悪
習
が
つ
い
て
、
そ
れ
が
天
性
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

人
々
に
は
、
そ
の
よ
う
な
習
慣
を
天
性
か
ら
除
き
去
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。

圧
政
者
や
知
事
に
は
、
こ
の
年
頃
、
民
に
苛
税
を
諜
し
反
復
し
て
税
を
取
り

立
て
、
ま
っ
た
く
財
務
省
に
納
め
な
い
習
慣
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら

の
う
ち
何
人
か
を
処
罰
し
て
も
、
戒
め
と
は
な
ら
ず
、
他
の
者
が
悪
習
か
ら

手
を
引
く
可
能
性
は
な
い
〔
2
9
3
〕
。

　
4
　
ガ
ザ
ン
・
ハ
ン
（
在
位
一
二
九
五
一
＝
二
〇
四
年
）
は
税
制
の
整
頓

に
は
も
っ
と
も
力
を
注
ぎ
、
毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
親
し
く
政
庁
に
坐
し
て
、

書
く
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
草
稿
に
震
筆
を
も
っ
て
訂
正
を
な
し
、
国

事
を
決
し
、
租
税
台
帳
を
作
成
さ
せ
た
〔
鋤
〕
。

　
5
　
以
前
に
存
し
て
い
た
様
々
の
圧
制
・
暴
虐
・
慮
外
課
税
・
非
合
法
国

税
は
除
虫
さ
れ
た
。
た
と
え
公
正
さ
に
お
い
て
従
来
の
如
く
多
少
の
二
軸
・

誤
謬
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
か
つ
て
の
圧
制
・
横
暴
に
比
較
す
れ

ぼ
、
重
荷
を
課
す
る
も
の
で
も
な
く
、
耐
え
難
い
も
の
で
も
な
い
。
か
く
て
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民
は
す
べ
て
感
謝
し
、
満
足
し
、
称
賛
し
、
安
堵
し
た
。
接
舷
高
査
定
制
・

額
外
課
税
・
非
合
法
国
税
な
ど
の
多
種
多
様
な
税
課
か
ら
解
放
さ
れ
た
〔
6
1
3
〕
。

　
な
お
5
の
文
は
勅
令
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ペ
ル
シ
ア
語
散
文

の
修
辞
一
二
語
・
四
語
の
並
列
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
訳
文
か
ら
も
わ

か
る
。
た
だ
最
後
の
文
に
税
目
三
語
が
並
ぶ
の
が
気
に
な
る
が
、
ペ
ル
シ
ア

語
原
文
で
は
「
収
穫
高
査
定
制
し
に
同
じ
意
味
の
二
語
を
充
て
て
い
る
。
も

し
こ
の
と
お
り
ご
語
に
訳
す
る
と
別
種
の
税
と
取
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、

こ
の
ま
ま
で
よ
い
。

　
こ
れ
で
め
で
た
く
税
制
改
革
は
成
功
し
た
と
、
史
料
か
ら
は
い
え
る
が
、

は
た
し
て
そ
う
か
。

　
ラ
シ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
ガ
ザ
ソ
・
ハ
ン
即
位
の
時
、
国
庫
は
か
ら
っ
ぽ
で

あ
っ
た
。
曾
祖
父
フ
ラ
グ
以
来
、
戦
争
で
掠
奪
し
た
財
宝
は
、
う
ち
つ
づ
く

内
戦
や
無
秩
序
な
恩
賞
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
国
庫
へ
の
経
常
的

収
入
は
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
州
知
事
の
不
正
に
原
因
が
あ
る
と
、

ラ
シ
ー
ド
は
い
う
。
知
事
の
専
横
に
つ
い
て
彼
は
は
な
は
だ
雄
弁
で
、
そ
の

記
事
を
紹
介
す
る
の
に
本
書
は
一
二
頁
を
そ
れ
に
充
て
る
。
す
な
わ
ち
中
央

の
財
務
省
が
代
金
を
支
払
う
べ
き
人
に
対
し
て
、
支
払
命
令
書
を
書
い
て
与

え
る
。
そ
れ
は
所
定
の
州
の
政
庁
へ
行
け
ば
、
現
金
化
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
支
払
方
法
は
国
税
を
す
べ
て
中
央
ま
で
運
ぶ
手
間
を
省
く
た
め
で
、
イ

ス
ラ
ム
史
上
に
前
例
が
あ
る
。
さ
て
支
払
命
令
書
を
持
参
し
て
州
政
庁
へ
行

っ
て
も
、
知
事
は
国
税
を
自
分
の
懐
に
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
支
払

い
に
応
じ
な
い
。
持
参
者
は
や
む
な
く
、
住
民
か
ら
墨
壷
に
取
り
立
て
よ
う

と
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
使
者
が
、
行
く
先
々
で
住
民

に
過
度
の
奉
仕
を
要
求
し
て
負
担
を
か
け
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
地
元
民
は
、

お
上
の
人
間
が
来
る
と
知
る
や
、
姿
を
く
ら
ま
す
。
要
領
の
悪
い
者
だ
け
が

っ
か
ま
っ
て
い
じ
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
貧
民
を
搾
っ
て
出
る
の
は
血
と
涙
、

酒
も
女
も
出
は
し
な
い
。

　
ガ
ザ
ン
・
ハ
ソ
の
税
制
改
革
と
し
て
は
、
ま
ず
土
地
台
帳
を
作
る
、
つ
ぎ

に
税
屠
と
税
率
を
決
め
る
。
そ
れ
で
税
額
が
決
ま
る
と
そ
れ
を
公
示
す
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
改
革
の
勅
令
を
発
布
し
て
ま
も
な
く
ハ
ソ
は

こ
の
世
を
法
る
。
フ
ラ
グ
の
征
服
か
ら
半
世
紀
を
経
て
や
っ
と
、
モ
ン
ゴ
ル

の
支
配
は
掠
奪
か
ら
統
治
へ
向
か
う
。
そ
れ
に
し
て
も
改
革
以
前
の
や
り
か

た
は
ひ
ど
す
ぎ
る
。
農
は
国
の
本
、
農
民
を
過
度
に
搾
取
す
る
こ
と
が
国
家

を
崩
壊
に
導
く
こ
と
ぐ
ら
い
、
い
く
ら
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
で
も
わ
か
る
は
ず

で
は
な
い
か
。
ラ
シ
ー
ド
は
圧
制
の
実
態
を
具
体
的
に
記
録
す
る
。
そ
れ
は

告
発
で
あ
る
。
ガ
ザ
ソ
へ
の
お
世
辞
も
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ハ
ソ
で
な
く
「
イ
ス

ラ
ム
の
帝
王
し
と
い
う
肩
書
き
を
つ
け
て
で
あ
る
。
ま
た
、
君
主
に
向
か
っ

て
お
世
辞
を
呈
し
つ
つ
、
そ
の
乎
先
で
あ
る
役
人
を
叩
き
の
め
す
の
は
、
体

翻
批
判
の
安
全
な
方
法
で
あ
る
。
中
国
で
は
王
安
石
『
万
雷
書
』
が
こ
の
手

を
使
っ
て
い
る
。
ガ
ザ
ン
と
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
ニ
代
の
イ
ル
ハ
ソ
に
宰
相
と
し

て
仕
え
、
い
わ
ば
権
力
の
中
枢
に
あ
っ
た
ラ
シ
…
ド
の
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
に

対
す
る
激
し
い
批
判
精
神
を
、
著
老
の
丹
念
な
史
料
調
査
に
も
と
づ
い
て
、

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
目
を
転
じ
て
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
を
見
よ
う
。
一
二
一
〇
年
代
に
チ
ソ
ギ
ス

・
ハ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
率
い
て
金
朝
の
領
土
に
進
攻
し
た
。
こ
の
作
戦
に

お
け
る
彼
の
態
度
は
冷
静
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
頭
の
中
に
は
、
金
朝

は
遠
か
ら
ず
自
滅
す
る
、
金
朝
治
下
の
漢
人
・
契
丹
人
、
さ
ら
に
は
女
真
人

ま
で
も
味
方
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
能
率
よ
い
支
配
を
達
成
で
き
る
と

い
う
計
算
が
あ
っ
た
。

　
戦
乱
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
黄
河
以
北
の
住
民
は
自
衛
団
を
組
織
し
た
。
か
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評書

れ
ら
は
「
見
込
み
の
な
い
金
朝
を
捨
て
て
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
投
降
し
た
。
モ

ン
ゴ
ル
軍
は
か
れ
ら
を
歓
迎
し
、
一
定
の
貢
納
と
軍
事
的
な
協
力
を
す
れ
ば
、

集
団
の
首
領
に
旧
の
官
位
を
保
証
し
、
か
れ
ら
が
支
配
す
る
頷
土
を
安
堵
し

た
。
こ
う
し
て
封
建
領
主
的
な
地
方
勢
力
、
い
わ
ゆ
る
漢
人
世
侯
が
出
現
し

た
。
か
れ
ら
は
流
民
を
招
い
て
荒
地
を
耕
作
さ
せ
、
各
種
の
産
業
を
奨
励
し

て
、
区
域
に
貢
献
し
た
。
ま
た
学
校
を
お
こ
し
、
知
識
人
を
優
遇
す
る
な
ど
、

中
国
伝
統
文
化
を
保
護
し
復
興
し
よ
う
と
し
た
。
」
（
竺
沙
雅
章
『
征
服
王
朝

の
時
代
』
一
新
書
典
洋
史
三
、
一
九
八
頁
）

　
中
国
の
漢
人
世
侯
に
相
当
す
る
の
が
、
西
ア
ジ
ア
で
は
タ
ジ
ク
人
土
着
諸

侯
ヨ
ρ
鵠
犀
で
あ
る
。
そ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
で
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ラ

シ
ー
ド
に
よ
れ
ば
「
元
来
、
州
の
土
着
諸
侯
や
徴
税
官
は
栄
誉
あ
る
名
門
出

の
人
で
あ
る
が
、
最
近
、
州
の
税
務
に
精
励
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

そ
の
任
務
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
腹
黒
い
乞
食
ど
も
が
一
〇

年
間
の
貧
乏
生
活
を
一
〇
日
間
の
王
侯
の
享
楽
に
転
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
」
〔
鰯
〕

　
土
着
諸
侯
が
な
ぜ
徴
税
業
務
か
ら
離
れ
た
か
、
戦
乱
に
巻
ぎ
込
ま
れ
て
没

落
し
た
か
ら
か
。
没
落
を
免
れ
た
わ
ず
か
な
例
が
、
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
家
か
、

評
者
に
も
わ
か
ら
な
い
。

　
同
じ
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
に
あ
っ
て
、
中
国
北
部
で
は
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ン
の

時
期
に
す
で
に
征
服
よ
り
も
政
治
に
重
き
を
お
い
て
い
た
。
他
方
、
西
ア
ジ

ア
で
は
か
ザ
ン
・
ハ
ン
に
な
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
段
階
に
達
し
た
。
一
〇
〇

年
近
い
差
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
説
明
す
る
か
。
評
者
は
試
み
に
イ
ブ
ン
・

ハ
ル
ド
ゥ
ー
ソ
の
理
論
を
用
い
る
。
「
文
明
の
進
歩
は
、
共
通
の
目
的
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
人
の
数
に
比
例
す
る
。
し

　
最
後
に
余
談
と
し
て
、
著
者
と
や
や
違
っ
た
観
点
か
ら
本
書
を
考
え
る
。

そ
れ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
的
観
点
と
で
も
鍛
え
よ
う
か
。
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
」
は
サ
イ
フ
ィ
…
『
ヘ
ラ
…
ト
史
記
』
で
は
「
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
の
南
方
一

帯
、
と
く
に
マ
ス
ト
ゥ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
地
域
」
〔
8
3
1
〕
を
指
し
た
け
れ

ど
も
、
こ
こ
に
い
う
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
的
」
と
は
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
共
和
国
の
領
域
と
す
る
。

　
七
二
、
七
五
、
七
穴
、
一
二
七
、
二
五
六
、
二
九
三
頁
に
「
タ
ジ
ク
人
」

が
「
ト
ル
コ
人
」
と
対
照
さ
れ
て
出
て
い
る
。
両
者
の
相
違
は
雷
語
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。
タ
ジ
ク
人
と
は
ペ
ル
シ
ア
語
を
母
語
と
す
る
人
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
民
族
名
は
、
現
在
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ソ
連
領
中
央
ア

ジ
ア
、
中
国
新
書
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
残
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
一
三
一
四
世

紀
の
そ
れ
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。

　
第
二
論
文
「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ソ
の
千
戸
制
」
に
「
千
戸
臨
ゲ
ρ
錨
養
の
語

が
ラ
シ
ー
ド
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
ハ
ザ
…
ラ
」
が
ま
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
住
む
昆
族
の
名
で
あ
る
。
彼
ら
は
著
し
い
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
容
貌
を
も

ち
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
子
孫
と
自
称
す
る
。
た
だ
言
語
は

ペ
ル
シ
ア
語
だ
け
で
あ
る
。
「
バ
ザ
ー
ラ
」
の
ア
ラ
ビ
ア
語
複
数
形
「
バ
ザ

ー
ラ
ジ
ャ
ー
ト
」
は
彼
ら
の
住
地
、
同
国
申
央
部
山
地
の
名
で
あ
る
。
た
だ

し
彼
ら
と
一
三
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
結
ぶ
決
定
的
な
証
拠
は
、
文
献
で
も

実
態
調
査
で
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　
二
二
〇
、
三
〇
六
頁
に
、
納
税
期
と
し
て
、
ジ
ャ
ラ
ン
り
…
暦
の
元
旦
と

「
ミ
ー
ザ
…
ソ
」
月
一
日
と
あ
る
。
こ
の
暦
は
春
分
を
元
日
と
す
る
太
陽
暦

で
、
月
の
名
は
黄
道
十
二
宮
の
ア
ラ
ビ
ア
語
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

今
も
使
わ
れ
て
い
る
。
ミ
ー
ザ
ー
ソ
は
天
秤
座
（
第
七
月
）
、
そ
の
第
一
臼
は

す
な
わ
ち
秋
分
で
あ
る
。

　
第
二
一
論
文
「
回
瘤
瘤
訳
語
偏
に
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ペ
ル
シ
ア
語
で
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説
明
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
一
〇
三
「
秋
」
汁
冒
ヨ
帥
ダ
六
九
〇
「
大
」
冨
猷
P

六
九
一
「
小
」
諸
弩
住
な
ど
は
、
同
国
の
人
々
が
日
常
に
使
っ
て
い
る
語
で

あ
る
。
イ
ラ
ン
で
は
そ
れ
ぞ
れ
め
鍬
N
り
げ
鶉
N
舞
σ
Q
堵
園
q
＄
犀
と
い
う
。

　
要
す
る
に
本
書
は
、
従
来
、
ド
ー
ソ
ン
の
著
書
、
ベ
レ
ジ
ン
の
μ
シ
ア
語

訳
、
『
元
史
訳
文
証
補
』
に
頼
っ
て
き
た
我
が
国
の
モ
ン
ゴ
ル
研
究
に
お
い

て
、
は
じ
め
て
ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
『
集
史
』
の
原
典
を
駆
使
し
た

画
期
的
業
績
で
あ
る
。
な
か
で
も
政
治
経
済
用
語
の
型
崩
が
貴
重
で
、
巻
末

の
「
術
語
索
引
」
が
有
益
で
あ
る
。
な
お
一
層
の
ご
努
力
と
多
く
の
す
ぐ
れ

た
門
下
生
の
協
力
に
よ
り
、
『
集
史
』
の
全
訳
註
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
筆
を
お
く
。

　
（
A
5
判
六
九
四
頁
　
一
九
九
…
年
三
月
東
京
大
学
出
版
会
　
｝
八
五
四
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
外
需
諮
大
学
教
撰
　
京
都
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